
NPOふるさと東京を考える実行委員会
25年間の活動紹介

葛西海浜公園





ムーブメントの創出
東京湾再生を目指したフォーラム・シンポジウムの開催

（2001年～）
東京湾をきれいにする10万人署名活動（2001年～）



ムーブメントの創出

「ふるさと東京」再生

東京湾再生を目指した海の絵画等

コンクールの実施（2009年～）



海水浴の復活

海水浴の復活（2012年～）

海水浴復活に関する表彰（2014年・2015年）



里海まつり夏

べか舟（帆神丸）の復活（2009年～） 里海まつり・夏（2010年～）



ビーチクリーン

西なぎさのビーチクリーン活動

（2017年～）



海苔わかめ養殖の復活

（2010年～）

里海まつり・冬（2010年～）



浅草海苔養殖復活
葛西海浜公園東なぎさで自生していた

絶滅危惧種の浅草海苔の養殖に成功

国立科学博物館「和食展」で当会の

浅草海苔が展示（2023～24）



西なぎさで養殖した海苔の佃煮

千本を江戸川区の小学校に寄付
（2024年～）

東なぎさ地形調査

（2026年～）



水質浄化の取り組み

里海里山連携プロジェクト（2016年～） 本はまぐり稚貝放流（2016年～）



水質浄化の取り組み

二枚貝生息量調査の開始（2020年～）
被覆網等による増殖実験を開始、被覆網内の

二枚貝重量が数十倍になることを確認

（2021年～）



水質浄化の取り組み NPO漁師
カキ天然採苗および養殖実験開始

（2023年～）
定置網・釣りによる定期的魚類調査開始

（2023年～）



西なぎさの「里海センター」建設へ
東京湾再生に向けて、地域と共生する

ラムサール条約の提案



東京湾再生センター構想

「東京湾再生センター」の設立を
目指しての活動経過

葛西の海の生き物たちを展示した

里海水族園開設（2024年～）





芝田竜文理事



東京都内湾での海水浴の復活

海水浴復活への道



カキによる新左近川部分浄化実験

実験区対照区

実験区

対照区

カキは水を浄化する

海水浴復活への道



海水浴場

葛西海浜公園西なぎさに
海水浴場を復活させるための水質浄化構想図

水質浄化ゾーン

アカエイ防止ネット

西なぎさ

東なぎさ

2008 年

東京湾海水浴場復活プロジェクト発表

海水浴復活への道



2009 年

海水浴場復活シンポジウム開催

葛西海浜公園西なぎさ水質浄化実験開始

2009 年

（東京都港湾局と協働）

葛西海浜公園西なぎさを海水浴場へ

海水浴復活への道



2012 年

東京湾 50年ぶりの海水浴場復活

海水浴復活への道



葛西海浜公園 西なぎさ

海水浴復活
15年目の歩みと今

約50年ぶりに復活した海水浴
これまでの活動と、これからの取り
組み

ふるさと東京を考える実行委員会ライフセービングクラ
ブ

芝 田 竜 文 海辺のイメージ



2012年8月5日・9月2日の2日間
（100m×150mの遊泳エリアを設置）



海浜・海底清掃



アカエイ侵入防止ネットの設置とアカエイの駆除



遊泳ゾーンの設置作業



海水浴のルール（2012年）

①腰までの深さ
②顔をつけない
③監視員の配置
（約10名のガードがエリアを囲んで監視）

【次の場合は中止】
水質が悪い場合・強風・高波・雷の危険がある場合

監視台は脚立(笑)



2日間限定の試行から、海に親しむ場が続く

2012–2026 復活15年目までの主な節目

2012

2日間限定の試行

海遊びを実施し、
復活の第一歩に。

・腰の深さまで
・顔付けは禁止

2013

海開きと拡大

13日間
（夏休みの土日）
海遊びを実施。

遊泳禁止から
許可なき遊泳禁止

2015

東京都と連携

社会実験として
20日間実施。

顔付け遊泳が
OK！

2016

東京都が
長期ビジョン表明
葛西海浜公園で
海水浴を実施する
と表明。

夏休み期間中
平日も海水浴を実施
なぎさ全面エリア拡大

2026

活動を継続

夏の海水浴体験、
安全の追求
美しい海を取り戻す

新たな連携と挑戦へ



年度別海水浴体験来場者数

2 13 20 20 20 33 35 42 42 43－－－－－－－－
（開催日数）



水質への取り組みと安全管理が復活を支える

カキのイメージ

2009年から水質浄化実験

東京都港湾局と協働し、カキなどの
水質浄化生物を活用する実験に着手。

遊泳できる範囲を定める

区域ロープやアカエイ侵入防止ネットで、
遊泳ゾーンを区切る。

人が見守る体制をつくる

監視員（ライフセーバー）と看護師を配置。
事故防止に努めるとともに、万が一に備え
救助法・救急法の訓練を行うとともに、
救護スペースも設ける。

04



海のコンディション（海水・漂着物）はその日次第！

北風で波がなく穏やかで、漂着物も少ない状態



南風で波が立ち木くずやゴミが流れ着いた状態



西なぎさの干潮（遊泳ゾーンのほとんどが干潟になる）

海水浴は出来ない状態ですが、潮干狩りや干潟遊びで賑わいます！



西なぎさの満潮時の推移（大潮の時は200㎝を越える）

海水浴に適した遠浅の海！ 遊泳ゾーン沖合は背が届かなくなる日も！



悪天候（強風・高波・雷等）や水質悪化の日は遊泳禁止



葛西の海の危険生物

カツオノエボシ

アカエイ

赤クラゲ

タイワンガザミ

昨年度（2025年）
はじめて葛西海浜公園西なぎさで発見！



海水浴体験のスタッフ配置

担当 主な配置場所 役割

連絡調整責任者 受付本部・連絡拠点
海況を把握し、実施・中止の判断を統括
緊急時の指揮と関係機関への連絡（1名/日）

監視担当
ライフセーバー

監視台・遊泳区域の周囲
担当区域を継続して監視
危険行動への声かけと異常の早期発見・対応（7名/日）

看護師・救護担当 救護所
けが・体調不良への対応
必要時の救急要請と引き継ぎ（1名/日）

海底確認・清掃
遊泳ゾーン管理

浜辺・利用者の動線
干潟の清掃（危険生物除去・貝や石・ゴミの撤去作業）
遊泳ゾーンのロープやブイ等の管理（2名/日）



楽しむ場所は、
生きものの
大切なすみか

自然との共
生
都内初の
ラムサール条約湿地に登録

干潟や海域の自然を守りながら、
海とふれあう。

来園前に知っておきたいこと

海水浴は開催期間・指定区域だけ

2027年の夏の海水浴体験の期間は公式案内で確認。
干潮・満潮の時間を確認して、海水浴・干潟あそびを楽しむ。

子どもは保護者と一緒に

概ね12歳以下は保護者同伴。マリンシューズを推奨。

暑さと海の生きものに注意

こまめな水分・塩分補給。保護ネット内でも注意が必要。

保護区域や観察のルールを守る

東なぎさは原則立入禁止。観察した生きものは戻す。



海水浴体験期間中に仮設される施設

ライフセーバー等スタッフ待機場所・救護所 有料の更衣室・シャワーブース・コインロッカー

更衣室シャワー
200円/回

コインロッカー
200円/回

里海まつり受付テント

ふるさと東京を考える実行委員会
の活動紹介のほか、

里海まつり（夏）の
楽しいイベントの受付場所



毎年海の日の初日 オープニングセレモニーと海水浴の安全祈願祭を開催



海水浴体験の遊泳ゾーン（2020年～2026年）



パトロール及び救助機材

・レスキューボード 4台
・レスキューチューブ 6本
・シーカヤック 1台
・IRB（ゴムボート） 1台
・監視台（タワー） 2台
・シーバー 8台（管理事務所・案内所含む）



2020年7月 海での事故ゼロを目指して！

ふるさと東京を考える実行委員会ライフセービングクラブを結成



ライフセーバーの役割は「救助が必要な状況をつくらないこと」

水辺の事故防止こそが、ライフセーバーの役割です。
そのためにビーチの監視台に立ち、浜辺をパトロールし、次代を担う子どもたちに水辺教育
（Ｊｒライフセービング教室）を行ったり、
ライフセービング活動を通して環境問題を海水浴客と共に向きあったりしています。



08時30分 葛西海浜公園事務所に集合
海に必要な機材・飲料タンク・クーラーボックス等を準備・運搬

09時00分 西なぎさに移動
各所ビーチパトロール機材配置
海洋の状態チェック（その日の水質状況/予測を確認）

09時30分 朝礼（ガード・看護師・海底清掃・エイネット業者・指定管理者が参加）
スタッフ紹介/天候/海の様子/本日の催し物/各担当の予定 等を開始前に共有
※朝礼終了後、ガードはW-up・レスキュートレーニング

10時00分 海水浴体験開始（ガードの笛の合図で開始）
事故防止のための監視・お客様への声掛け・海底清掃・迷子の保護・防犯 等

16時00分 海水浴体験終了（機材の片付け）

16時10分 終礼（各所の1日の報告と情報共有）

16時30分 葛西海浜公園事務所に機材運搬・片付け

海水浴体験 スタッフの1日



レスキュートレーニング※チューブ・レスキューボードでのレスキューとBLSの訓練



救護所の設置 (看護師が常駐し、ライフセーバーと連携）



海で学び、浜を守る活動は一年を通して続く

海の文化にふれる

里海まつりでは漁業体験や和船乗船。
地域の海との暮らしを体験する。
（海苔・ワカメの養殖・海苔すき体験ほか）

生きものと環境を知る

観察会や海岸クリーンアップに参加。
身近な自然の変化に目を向ける。



ジュニアライフセービング教室
水辺の安全教室と次世代のライフセーバーの育成



今後の取り組み：体験を学びと継続的な活動へ

既存の活動を土台に、学校や来園者が関われる取り組みを広げる

取り組みの柱 次に試したいこと 残して伝える記録

学校との連携 事前学習と現地観察をつなぐ
授業のひな型をつくる
ライフセーバーの育成・教育

児童・生徒の気づき
学習後の振り返り
地元の海を知り、自然を慈しむ心

環境の見える化 竹ひび設置・清掃や生きもの観察を
継続して記録し、
様々な環境改善イベントの開催

ごみの種類・量
観察した生きもの
みんなでつくる海の自然環境

活動を支える人づく
り

初参加者向けの説明を整え
小さな役割から参加を募る
協力者・会員数を増やす

参加人数と活動時間
続けやすさの意見
自然の大切さ・美しさの共有



ふるさと東京・葛西の海
未来を担うわが子たちを育む、ふるさとの海！
みんなが楽しく集い、安心して遊べる場所に！

次世代の子供たちのために豊かな海を取り戻そう！

NPO法人ふるさと東京を考える実行委員会



ご清聴ありがとうございました



石原友延理事



海苔養殖

活動報告



海苔の佃煮千本を江戸川区小学校に寄付

活動報告



浅草海苔養殖

活動報告



里海まつり 冬 のりタッチ

観光の振興を図る事業



里海まつり 冬 海苔たたき

観光の振興を図る事業



里海まつり 冬 海苔すき体験

観光の振興を図る事業



里海まつり 冬 海苔干し



里海まつり 冬 海苔干し

観光の振興を図る事業



里海まつり 冬 焼き海苔試食

観光の振興を図る事業



里海まつり 冬 海苔の味噌汁

観光の振興を図る事業



山本章理事



東京湾を未来へつなぐ

ビーチクリーン活動

次世代の子どもたちに、豊かな東京湾を

25周年記念フォーラム



1．活動の目的

葛西海浜公園西なぎさを子どもたちが裸足で遊べる浜辺づくりを
行い、海をきれいにするだけでなく東京湾を身近に感じてもらう。

●東京湾をきれいにし、次の世代に豊かな海を残す

●海岸のごみを拾いながら、海の環境について考える

●「東京湾を知る・好きになる・大切にする」人を増やす

25周年記念フォーラム



2．年間の活動

4月～11月 毎月第4日曜日

●毎月テーマを決めてビーチクリーンを実施

●参加者みんなで楽しみながら活動

●子どもから大人まで、誰でも参加できる活動を目指す

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

25周年記念フォーラム



25周年記念フォーラム

3．「楽しく続ける」ための工夫

一度の参加で終わらず、「また来月も」と思ってもらう

●参加者にスタンプカードを配布

●継続参加を毎月表彰し、楽しみながら参加できる仕
組みをつくる

●活動そのものを「地域の楽しみ」にしていく

「また来月も参加しよう！」

★
★

★
★ ★



4．活動を通して伝えたいこと

ビーチクリーンは、東京湾と私たちの暮らしのつながりを知る機会

●海岸のごみは、私たちの生活ともつながっている

●海をきれいにすることと、海を大切にする心を育てること

●特に子どもたちが海に触れ、自然を感じる機会を大切にする

「東京湾を知り、東京湾を好きになり、大切にする人を増やす」

25周年記念フォーラム



5．次の世代へ

25周年から、これからの25年へ

一人が拾うごみは小さくても、
みんなで続ければ、大きな力になる。

きれいな東京湾を、
私たちの世代から次の世代へ。

25周年記念フォーラム



神田康嗣理事



べか舟乗船体験

海水浴復活への道



• 2023 年～ 定置網と釣りによる定期的な魚類調査の実施

• 2025 年～ 東京湾では幻の魚となった「シラウオ」がとれる

魚類調査

活動報告



• 2026年5月10日 東なぎさでの浅草海苔の養殖適地を探すため、

地形とヘドロの調査を実施

東なぎさ現況調査研究

活動報告
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